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式
典
で
は
津
谷
市
長
が
「
こ
の
10
年
間
、

本
市
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
人
口
の
減
少

が
進
み
、
社
会
経
済
環
境
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
地
方
公
共
団
体
の
果

た
す
役
割
へ
の
期
待
と
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
協
働
に
対
す
る
重
要
性
が
増
す
と
と
も

に
、
行
財
政
運
営
の
再
構
築
な
ど
、
ま
す

ま
す
地
方
の
自
立
と
自
主
性
が
求
め
ら
れ

る
時
代
と
な
っ
た
。
市
民
の
一
体
感
の
醸

成
を
よ
り
一
層
図
り
な
が
ら
、
こ
の
10
年

間
で
培
っ
た
経
験
を
基
に
し
て
、
無
限
の

可
能
性
を
秘
め
た
北
秋
田
市
を
全
国
に
向

け
て
発
信
す
る
と
と
も
に
、
埋
も
れ
て
い

る
地
域
の
宝
を
発
掘
し
、
市
民
が
憩
い
、

に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
、
明
る
く
元
気
な
北

秋
田
市
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に

誓
う
」
な
ど
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
松
尾
秀
一
市
議
会
議
長
が

あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
ほ
か
、
来
賓
の
橋
口

昌
道
副
知
事
、
金
田
勝
年
衆
議
院
議
員
、

中
泉
松
司
参
議
院
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　
北
秋
田
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典
が
、

10
月
11
日
に
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
関

係
者
約
６
０
０
人
が
出
席
し
、
10
年
の

歩
み
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
節
目
の
年

を
祝
い
ま
し
た
。
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言
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津
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市
長
が
式
辞

　　
市
制
施
行
時
か
ら
様
々
な
分
野
で
市
の

発
展
に
多
大
な
尽
力
の
あ
っ
た
８
団
体
を

功
労
者
と
し
て
特
別
表
彰
し
ま
し
た
。

　
受
賞
団
体
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
北
秋
田
市
芸
術
文
化
協
会

▽
伊
勢
堂
岱
遺
跡
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

▽
一
般
財
団
法
人
北
秋
田
市
体
育
協
会

▽
農
事
組
合
法
人
坊
沢
営
農
組
合

▽
北
秋
田
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

▽
北
秋
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

▽
北
秋
田
市
連
合
婦
人
会

▽
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
大

会
実
行
委
員
会
事
務
局

市
の
発
展
に
貢
献
し
た

　
　
８
団
体
に
特
別
表
彰

市
の
発
展
に
貢
献
し
た

　
　
８
団
体
に
特
別
表
彰

　
式
典
の
開
会
に

あ
た
り
、
北
秋
田

市
の
誕
生
と
同
じ
、

平
成
17
年
３
月
生

ま
れ
の
清
水
香
潤

さ
ん
（
合
川
小
４

年
）、
佐
藤
瑠
菜

さ
ん
（
前
田
小
４

年
）、
佐
藤
華
恋

さ
ん
（
鷹
巣
東
小

４
年
）
の
３
人
が

「
北
秋
田
市
と
私
た
ち
は
同
級
生
で
す
。

希
望
に
輝
く
、
命
を
彩
る
、
未
来
へ
羽
ば

た
く
、
大
好
き
な
北
秋
田
市
。
記
念
式
典

の
始
ま
り
で
す
」
と
開
式
の
宣
言
を
し
ま

し
た
。

る
な

か
れ
ん

▲受賞された団体の代表者が、市長
　から表彰状を受けとりました

▲　
（
左
か
ら
）華
恋
さ
ん
、

　
瑠
菜
さ
ん
、香
潤
さ
ん

　　
市
民
の
皆
さ
ん
が
待
ち
望
ん
で
い
た

「
北
秋
田
市
民
歌
」
が
、
１
５
０
人
の
大

合
唱
団
に
よ
り
、
初
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、作
詞
の
岡
部
剛
機
さ
ん（
奈

良
県
）、作
曲
の
道
谷
増
夫
さ
ん（
鳥
取
県
）

も
見
守
る
中
、
こ
の
10
周
年
記
念
式
典
の

た
め
に
編
成
さ
れ
た
、
市
内
の
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
12
団
体
１
５
０
人
と
秋
田
北
鷹

高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
よ
っ
て
披
露
さ

れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
世
代
を
超
え

て
歌
い
た
く
な
る
、
優
し
さ
や
温
も
り
を

感
じ
る
市
民
歌
に
会
場
か
ら
は
、
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
日
に
「
北
秋
田
市
民
歌
」

と
し
て
公
告
が
行
わ
れ
、「
北
秋
田
市
民

歌
」が
正
式
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

１
５
０
人
の
大
合
唱
団
に
よ
る

市
民
歌
の
初
披
露

１
５
０
人
の
大
合
唱
団
に
よ
る

市
民
歌
の
初
披
露

空
を
仰
げ
ば　
森
吉
の

峰
は
気
高
く　
そ
び
え
立
つ

若
い
力
と　
人
の
和
で

幸
せ
築
き　
進
み
行
く

あ
あ　
誇
ら
し
い　
北
秋
田

希
望
に
輝
く　
ふ
る
さ
と
よ

水
は
き
ら
め
く　
米
代
と

阿
仁
の
流
れ
が　
つ
む
ぐ
夢

め
ぐ
る
季
節
も　
鮮
や
か
に

豊
か
な
恵
み　
幸
を
呼
ぶ

あ
あ　
麗
し
い　
北
秋
田

命
を
彩
る　
ふ
る
さ
と
よ

浪
漫
漂
う　
縄
文
の

遙
か
な
歴
史　
受
け
継
い
で

理
想
抱
い
て　
は
ず
む
声

文
化
の
花
も　
咲
き
香
る

あ
あ　
愛
お
し
い　
北
秋
田

未
来
へ
羽
ば
た
く　
ふ
る
さ
と
よ

北
秋
田
市
民
歌

作
詞　
岡
部
剛
機

補
作　
北
秋
田
市
民
歌

制
定
委
員
会

作
曲　
道
谷
増
夫

　　
市
民
歌
作
詞
者
の
岡
部
剛
機
さ
ん
、
作

曲
者
の
道
谷
増
夫
さ
ん
、
市
民
歌
の
選
定

や
補
作
を
行
っ
た
北
秋
田
市
民
歌
制
定
委

員
会
を
代
表
し
て
亀
谷
健
樹
委
員
長
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
岡
部
さ
ん
は
「
こ
の
美
し
い
自
然
と
人

が
一
緒
に
輝
い
て
お
り
、
温
か
い
人
の
輪

と
つ
な
が
り
が
力
に
な
っ
て
町
を
動
か
し

て
い
る
と
感
じ
た
」、
道
谷
さ
ん
は
「
歌

と
い
う
の
は
生
身
の
人
間
が
一
生
懸
命
歌

う
こ
と
で
、
初
め
て
命
が
宿
る
。
今
日
の

市
民
歌
に
携
わ
っ
た
方
た
ち
に

感
謝
状
を
贈
呈

市
民
歌
に
携
わ
っ
た
方
た
ち
に

感
謝
状
を
贈
呈

演
奏
で
、
こ
の
歌
が
日
本
で
一
番
美
し
い

市
民
歌
に
な
っ
た
と
思
う
」、
亀
谷
さ
ん

は
「
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
事
あ
る
ご
と

に
歌
い
継
い
で
ほ
し
い
と
思
う
」
な
ど
と

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　▲作詞者の岡部さん（左）と
　　　　　　作曲者の道谷さん（右）

　
最
後
に
、
秋
田
声
楽
研
究
会
の
三
澤
由

美
子
代
表
に
よ
る
合
唱
指
導
の
も
と
、
出

席
者
全
員
で
市
民
歌
が
歌
い
上
げ
ら
れ
た

ほ
か
、
長
崎
克
彦
市
議
会
副
議
長
の
発
声

で
万
歳
三
唱
を
行
い
、
盛
大
な
盛
り
上
が

り
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

会
場
全
員
で
市
民
歌
を
斉
唱

会
場
全
員
で
市
民
歌
を
斉
唱

　▲参加者全員で市民歌を斉唱

た
け
き

ま
す
お

※市民歌は市のホームページで聴くことができます。携帯電話の場合は、18ペ－ジをご覧ください。
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こ
う
じ
ゅ
ん
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